
第 2節 香川県出土の石臼について

本書に収録した対象地域においては, 7点 の石臼 (こ こでは挽き臼のことを指す。)が出土している

ことが明らかになった。また,香川県下における近年の中・近世遺跡の大規模発掘調査により,同資料

の出土例は増加傾向にあることを指摘することができる。

ところが,石臼は粉食文化の中核を担った道具であり,上記のとおり遺跡の発掘調査によっても少な

からず出土例をみることができるにもかかわらず,縄文時代の石皿,中・近世の橋鉢などに比べると,

考古学の研究対象としての認識度は決して高いとは言えない状況であった。それは,同資料が出現時期

において,既に完成された形態を示し,時代単位の変化が乏しかったことと,日本列島内部における地

域色の差異が小さいために,時代相を分析するためのメルクマールとすることが難しかったことに原因

していることが考えられるのである。

しかしながら,大阪府阪南市内において石臼製造のための石切り場遺跡が発掘調査されるなどするこ

とにより,原材料の採掘から,生産,流通,消費の関連性を明らかにすることができる可能性が強調さ

れ,考古学的な研究を推進する気運の高揚がみられ始めている。

そこで,本書において石臼の報告を行う機会に,現段階における香川県内の出土資料を集成すること

により,それらを歴史的に位置付けるための作業を試みようとするものである。

なお,作業全般にわたり,同志社大学三輪茂雄教授より有益な御教示を受けることができたことを明

記しておく。

1 出土石臼について

香川県において石臼は,管見に触れることができるものだけでも,16遺跡から60個体分が出土してい

る。その内訳は丸亀郵便局下層遺跡と大浦浜遺跡 ?の各 1個体を除いて,全て集落遺跡からの出土であ

り,土坑,溝状遺構,井戸跡等の居住遺構以外に投棄されたか,損壊品を構造物の部材として転用した

状態で発見される例が多いことがわかる。

以下に特徴的な資料について詳解する。

Al

緻密な粒子の砂岩を原材料として製造されている。供給口が中心軸の位置に貫通しており,芯木の装

着箇所を兼ねていることから茶自であることがわかる。日のパターンは 8分画で, 1分画は主溝 1本 と

副溝 9本により構成されている。 1分画中の主・副溝の数は,全資料中最多である。

形態的な特徴は,直径が小さいにもかかわらず,高 さが大きい点であるが,そ の要因としては,茶臼

の下臼の周囲には受皿が存在するために,上自の直径が大きくなると,全体の直径も大きくせざるを得

ず,腕を身体から離れた位置まで伸ばして回転させる必要が生じ,作業能率が低下することが考えられ

るのである。しかしながら,重量が極端に軽 くなることは避

ける必要があるため,高 さを大きくすることにより,調整を

行っていることが考えられるのである。

A2・ A4

両者は同一の遺構内部から採取された上に,作業面の直径

とふくみの形態と大きさが等しいことから,組合せ可能な資
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第524図 石臼計測位置基準図
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料であると考えている。

特に,ふ くみの最深部が28mmを測る点は,加工された製品の粒子が急な傾斜を与えなければ排出でき

ないことに起因することが推測できるのであるが,A4が 受皿を有する形態であることに注目すると,

液体状の加工品の製造のために使用されたことを想定することが適当であると考えることができよう。

A5

上縁の高さが大きいことから,粒子が小さいか,液状の原料の加工を目的としていたことが推測でき

る。

A6

相当期間の使用による作業面の消耗のために,直径に比して高さが小さい形態を示している。

A7

ふ くみの形態 と大きさがA6の それと酷似していることから,両者がセット関係にあったことが推測

できる。

芯棒の装着孔の直径が極めて大きくなっている点については,長時間の使用により内面が磨耗 したた

めであると考えられる。

A8

完全に芯棒の装着孔の位置で破損していることから,廃棄時において人為的に 2分割された可能性が

考えられる。

A10

自然石を集積 した不定形な土坑から採取された上自であり,ほぼ原形を留めている。遺構の性格につ

いては判然 としないが,採取された遺物が本資料のみであることから,通常の生活廃棄物の廃棄坑 とし

て機能 したことは想定 し難い。したがって,非 日常的な精神生活に関連した遺構であると考えることが

できよう。なお,平成 6年度に調査された丸亀市平池南遺跡においては,「 ウシ塚」 と呼称 される石組

>へ
/   ＼

`

第525図 香川県の出土石臼分布図
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みの遺構から石臼 1点が出上しており,石臼が信仰の対象となり得ることを示唆するものであることか

ら,本資料の意義を考察する上において参考にすることができると考えている。

A12

白色系の緻密な花闇岩を素材とした,精緻な資料である。特に,復元直径が約400mmである点から,

人力によって回転することができる大きさとしては最大限度に近い値であることがわかる。

日は若干曲線状を呈しているが,整然とした配列を示していないことから,当初には直線であつたも

のが,「目たて」を繰 り返すことにより,曲線化したことが推測できるのである。

A130A14

ほとんどふくみを有しない形態を呈することから,粒子が細かい原料の加工に使用されていたことを

推察することができる。                       燎

A23

上面に対して,作業面が傾斜する形態である点については,使用者の癖によリー部分に変形が生じた

結果であると考えられる。したがって,ふ くみの約半分が磨耗のために遺存していない。

A24

作業面に 2条の溝が施されているが,こ れらを目の主溝 と判断するならば,両溝が形成する角度が約

30° となる。 ところが,こ の角度を根拠 とすると主溝の数が12条程度存在する必要が生じるのである。

したがって,現在確認されている全ての資料について, 8分画が最大であることから,容易に主溝の断

定を下すことは避ける必要が考えられる。

A44

ふ くみと考えられる凹面部分に,溝状に成形された痕跡が確認できることから,同部分を作業面 とす

る上臼であると推測することができる。 ところが,上面に相当する部位に上縁 と原料の供給口が存在 し

ないことと,芯棒の装着孔が上面 まで貫通 している事実については,上記の推測を再考する余地がある

ことを示唆する。

A45

A44同様,上下の方向が判然 としない資料である。全体の厚さが一定していないことから,使用者の

癖により,一部分が集中的に損耗 したことがわかる。

A49

上縁の内側部分に縦方向の加工痕が認められる。

A510A52

ともに上面に対 して作業面が傾斜する形態であり,供給口に近い円周部分が最も磨耗 している事実か

ら,時計回 りの方向に回転 したときに,挽き木が正面手前から約 4分の 1周 した時点において,正面手

前部分に最 も大 きい加重がかかったことが推測できる。

なお,A51は上縁内面部分に縦方向の加工痕を観察することができる。

2 民具石臼について

石臼は近年まで日常生活における必需品であったことから,民具資料は香川県内だけでも無限大に近

い数が存在することが推察できるのである。しかしながら,限 られた時間の中でそれらの全てを観察す

ることは不可能であるために,県下の文化財収蔵機関に保管されている資料についての情報の蒐集を行
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うことにより,考古資料との比較作業を進めることにする。

Bl

下臼の周囲に受皿を有する形態であり,そ の存在のために本体の直径が小さくなっている。受皿は液

体状の加工品の製造のためには不可欠であると考えることができるが,伝承によっても豆腐製造のため

に使用されたことを知 り得た。

B2

目が曲線状を示す点については,「目たて」技術が未熟であったか,あ るいは資料の製造地が徳島県

祖谷地方であることを示唆するものである。ただし,原材料の石材は砂岩であり,製造地を特定するこ

とは困難である。

B3

ものくばりが円周の約 2分の 1に相当する距離まで施されている点が特筆できる。

B4・ B50B6

詫間町立民俗資料館において現在も使用されている資料である。小・中学生の体験学習用にきな粉の

加工が行われているが,本来の使用目的については明らかではない。

B8

下臼に受皿 と注口を有することから液体状の加工品の製造のために使用されていたことが考えられる。

B18

目が曲線状を呈することは明らかであり,原材料の石材に吉野川周辺から産出するいわゆる和泉砂岩

が用いられていることから,徳島県祖谷地方において製造されたことが推測できる。

B230 B24

ともにものくばりが全周する点が特徴である。

3 問題点と考察

香川県における出土石臼と民具石自の比較作業を行った結果,以下の事実と問題点が明らかになった

ことから,今後の課題解決作業のための若干の見通しを立てることにする。

(1)石材について

考古資料の石材は江戸時代までは凝灰岩が限定的に用いられており,同時代以降にその他の石材の利

用が開始される。ところが,民具資料の石材については花自岩と砂岩が主な原材料であり,凝灰岩の比

率は小さくなっている。この要因としては凝灰岩が脆弱な石質であるために石自の素材としては必ずし

も適当でないにもかかわらず,容易に加工することができることから,技術が未熟な段階においても,

生産が可能であったためであると考えることができる。そして,江戸時代以降の技術の向上に伴い,硬

質な原材料の使用が開始されることにより,凝灰岩の使用が停滞したことが推測できるのである。

ところで,凝灰岩の中でも凝灰角礫岩と呼称される石材の利用頻度が高いことがわかるが,同石材は

通称「豊島 (て しま)石」と呼称されるように,小豆島西方の島嶼部を中心とする地域において産出さ

れることが知られている。したがって,同石材を利用した製品の分布についても同地域に濃密に認めら

れることが期待されたのであるが,小豆郡における民具資料の調査結果からはその出現頻度は極めて低

いことが半」明している。
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第529図 上臼の高さと直径の関係グラフ  (出土石臼)
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第530図 上臼の高さと直径の関係グラフ  (民具石臼)

12)資料の大きさについて

蒐集できた考古資料の大部分は上臼であるために,民具資料の上臼と比較すると,と もに直径が300

mm前後の数値に集中することがわかる。ところが,高 さについては考古資料が100mm,民具資料が150mm

前後の数値を示すことから,前者が扁平な形態であると言えよう。この事実について,各資料の耐久性

に大差がないことを想定し得るならば,江戸時代以前の資料は上自を薄く製造することが主流であった

と考えることができるのである。

13)形態について

石臼に関する研究が不活発な原因として,形態上の時代相と地域相が顕著でないことを指摘し得る点

については冒頭において記述したとおりである。しかしながら,詳細な観察を行った結果,形態面にお

ける差異が少なからず露見したことから,そ の原因について検討を加えたい。

それは考古資料の上縁部に形態差が顕著である点である。すなわち,第533図 にみるように,上縁部
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第531図 上臼上縁部の高さと直径の関係グラフ (出土石臼)
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と幅の関係グラフ

の高さと幅の比率は民具資料においては一定の領域内に集中する状態が認められるのに対して,考古資

料においては,分散する傾向がみられるのである。このことは,近世までの石臼の製造に際しては,製

作者の個人差,あ るいは用途に対応した形態差が明確であったのに対して,近代以降においては,一定

のモデルが設定されていた可能性があることを示唆すると考えている。

民具石臼
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